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「おとなたちは勘違いしています。子どもはいつになったら、積極的な貢献と参加ができるだ
けの力が身についたと見なされるのでしょうか。参加の機会を与えてもらわなければ、子ども
は力を身につけることができません。早い段階でチャンスをくれて、私たちがどんなふうに羽
ばたくのか見てください」
カイルル・アズリ、17歳（国連子ども特別総会マレーシア政府代表団メンバー）

「広々とした空間のなかで、この２人の男の子たちの目には何が
映っているのだろうか。彼らが表明したいと思っていることを、
私たちはどうやって理解できるのだろうか。ひょっとしたらそれ
は、よりよい未来になってほしいという熱い思いなのかもしれない」
（ヌグイェン・チャウ・トュイ・トラン）

´Nguyen Chau Thuy Trang/Viet Nam/Street Vision/PhotoVoice

行動

子どもたちに対



しても

おとなの力を伸ばしていく
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参加を定義する
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社会 

公共政策の決定 

学校 

コミュニティ 

家族 

選挙 
さまざまな 
議論の場 

メディア 

権利に関わる 
諸審議会 授業計画 学校評議会 

生徒会 
地域住民組織 

制度化されたプログラム 

インフォーマル 
集団 

文化集団 

（家族の力） 
子どもの参加 

サルバドル（ブラジル・バイア州）で開かれたユニセフ「グローバル・ライフスキル・ワークショップ」（2002年6月）で発表された、R・ニミ
作成によるパワーポイントの図を修正。 

子どもが成長発達するにつれ、その参加の機会は私的な空間から公的な空間へ、 
影響力の地域的な行使から世界的な行使へと拡大していく。 

図１　子ども参加 



しない

正統な参加
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「子どもたちが何も変えられないと思っているなら、大間違いです。子どもたち以外に、世界
の悪いことを全部説明できる人たちがいるでしょうか。子どもたちの声を聴くべきだし、子ども
たちの考え方や意見に耳を傾けるべきです。そうすれば世界の指導者たちも、自分たちが世
界にどんな悪いことをしているかを考えて、世界の子どもたちみんなを助けようとするかもしれ
ません」
ウルシュカ・コロセッチ（16歳）、スロベニア

「ボイス・オブ・ザ・ユース」（若者の声）のウェブサイトより

2002年３月24日



絵と夢

写真と現実
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今年の『世界子供白書』で用いられている写真や絵は、ほとんどが子どもた

ちによって撮影・制作されたものである。それは、子どもたちの「声」に―

―子どもたちが一番安心して利用できるあらゆる声に――耳を傾けることに

よって子どもたちの生活について学んでいこうという、継続的なコミットメ

ントの一環として掲載されている。パネル
１



これからも

……サッカー……サッカ

ー最高！

1）On the Record for Children 10 May 2002

2）フォトボイスの展示「さえぎるもののない世界：境界なしで生きる」
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